
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
記
事
を
紐
解
き
な
が

ら
、
森
林
・
林
業
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
こ

れ
か
ら
の
姿
を
解
説
し
ま
す
。

●
42
年
前
の
森
林
・
林
業
の
目
標　

　

今
か
ら
42
年
前
、
昭
和
48
年
2
月
に「
森

林
資
源
に
関
す
る
基
本
計
画
」と「
重
要
な
林

産
物
の
需
要
及
び
供
給
に
関
す
る
長
期
の
見

通
し
」が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
現

在
の「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」に
あ
た
る

も
の
で
、
森
林
・
林
業
政
策
の
長
期
の
指
標

と
な
る
も
の
で
す
。
昭
和
48
年
の
基
本
計
画

は
、
国
土
保
全
な
ど
森
林
の
役
割
と
調
和
を

保
ち
な
が
ら
、
人
工
林
資
源
の
充
実
を
目
指

し
た
も
の
で
し
た
。

　

そ
こ
で
の
昭
和

96
年（
平
成
33
年
）

の
主
な
目
標
・
見

込
み
は
、
①
総
蓄

積（
森
林
の
木
の
幹

の
体
積
）を
36
億

㎥
に
す
る　

②
国

産
材
供
給
量
を

5
，
9
0
0
万
㎥

と
見
込
む　

と
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
戦
中
・
戦
後
は
、

必
要
な
資
材
を
供

Topics

給
す
る
た
め
、
全
国
的
に
伐
採
が
進
み
、
森

林
が
荒
廃
し
て
い
ま
し
た（
図
１
）。
伐
採
跡

地
へ
の
植
栽
が
積
極
的
に
行
わ
れ
、
記
事
が

掲
載
さ
れ
た
昭
和
40
年
代
当
時（
図
２
）は
、

森
林
資
源
の
回
復
途
上
で
し
た
。「
大
幅
に

蓄
積
量
を
増
や
す
」こ
と
を
目
指
し
て
、
計

画
作
成
当
時
、
現
状
と
し
て
示
さ
れ
た
21
億

㎥
の
森
林
総
蓄
積
を
、
50
年
後
に
36
億
㎥
に

す
る
と
い
う
目
標
が
立
て
ら
れ
た
の
で
す
。

　
ま
た
、
高
度
経
済
成
長
下
、
木
材
需
要
が

増
大
す
る
中
で
、
当
時
4
，
6
0
0
万
㎥

で
あ
っ
た
国
産
材
供
給
量
は
、
50
年
後
に

5
，
9
0
0
万
㎥
と
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

「林政の窓」８巻

森
林
・
林
業
の
姿　
〜
過
去
、
現
在
、
未
来
〜

図１　昭和20年頃の森林のイメージ

　
先
日
、
書
架
の
大
掃
除
を
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
林
野
庁
広
報
誌「
林
政
の
窓
」の
創
刊
号

（
昭
和
47
年
9
月
発
行
）か
ら
数
年
分
を
発
見

し
ま
し
た
。「
林
政
の
窓
」は
林
野
庁
広
報
誌

の
さ
き
が
け
で
、
以
降「
林
野
時
報
」、「
林

野
」と
名
を
変
え
て
現
在
に
至
り
ま
す
。
創
刊

号
か
ら
の
数
年
間
に
つ
い
て
は
、
林
野
庁
図

書
館
に
も
収
蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
時
の
林

政
や
論
調
を
知
る
貴
重
な
資
料
で
す
。
今
回

見
つ
か
っ
た「
林
政
の
窓
」の
う
ち
、
昭
和
48

年
6
月
発
行
の
通
巻
8
号
に「
50
年
後
の
森

林
・
林
業
」と
題
し
て
、
森
林
計
画
の
特
集
が

図２　昭和40年頃の森林のイメージ

図３　現在の森林のイメージ●
現
在
の
森
林
の
姿

　
現
在
の
森
林（
図
３
）は
、
総
蓄
積
は
49
億

㎥
と
な
り
、
人
工
林
を
中
心
に
毎
年
約
1
億

㎥
増
加
し
て
い
ま
す
。
平
成
33
年
に
36
億
㎥

に
す
る
と
い
う
目
標
を
、
既
に
10
億
㎥
以

上
、
上
回
っ
て
お
り
、
人
工
林
資
源
は
充
実

し
、
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
他
方
、
現
在（
平
成
25
年
）の
国
産
材
供
給

量
は
、
2
，
1
0
0
万
㎥
と
、
昭
和
48
年
当

時
の
見
込
み
の
半
分
以
下
で
す
が
、
こ
こ
10

年
間
で
、
国
産
材
供
給
量
は
5
0
0
万
㎥
増

加
し
て
い
ま
す
。

昭和27年
17億㎥

森林蓄積

昭和48年
21億㎥

森林蓄積

平成24年
49億㎥

森林蓄積

林道

植林のため
の歩道

林道

林内作業道

林道
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100年後
の見込み

（年）

55.0
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天然林、その他蓄積 人工林蓄積

注１：各年とも３月31日現在の数値。
注２：平成19年と平成24年は、都道府県において収穫表の見直し等精度向上を図っているため、単純には比較できない。
注３：平成32年と100年後は見込み値。
資料：林野庁「森林資源の現況」
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図４　100年後の森林の姿のイメージ

図５　森林蓄積の推移

図６　国産材供給量の推移

●
今
後
の
森
林
の
姿

　
平
成
23
年
に
作
成
さ
れ
た
現
行
の
森
林
・

林
業
基
本
計
画
で
は
、
東
京
五
輪
が
開
催
さ

れ
る
平
成
32
年
に
は
、
総
蓄
積
は
52
億
㎥
、

国
産
材
供
給
量
は
3
，
9
0
0
万
㎥
と
す
る

の
が
目
標
で
す
。
更
に
、
1
0
0
年
後
の
森

林
の
姿
の
イ
メ
ー
ジ
は
図
４
の
と
お
り
で

す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
森
林
は
豊
か
に
な

り
利
用
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
年
も
情
報

誌「
林
野
」で
は
、
資
源
を
有
効
活
用
し
、
林

業
の
成
長
産
業
化
を
実
現
す
る
た
め
の
森
林

整
備
や
木
材
利
用
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な

取
組
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

指向状態
55億㎥

森林蓄積

原生的な天然生林

広葉樹林タイプ
の育成林

林業専用道

森林作業道

林道

効率的な森林整備が
行われている森林

毎年一定量の
伐採・更新の実施

都市近郊の育成林

針広混交あるいはモザイク
的な配置による育成複層林
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